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1 初期画面

食味・収量分析を確認したい作付計画を選択します。

2 食味・収量

圃場ごとの食味・収量分布をグラフとマップで確認できます。
グラフの丸印やマップの圃場区画をクリックすると詳細情報
が確認できます。
「表示設定」をクリックして、表示範囲や目標を設定すると、
目指している食味・収量の圃場や、改善すべき圃場の把握が
可能になります。
対象：稲・大麦・小麦・大豆（収量・水分のみ）
※もち米、低アミロース枚などは正確に測定できません。

KSASでできること。

パソコン版８. 食味・収量分析
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新KSASから収量と食味それぞれに絞った確認もできるようになりました。

3 収量

圃場ごとの収量を棒グラフとマップで確認できます。
圃場区画は収量が少ない圃場から多い圃場に赤のグラデーションで表示されます。
「表示設定」をクリックして、表示範囲や目標を設定します。収量の棒グラフの場合、
目標は青いゾーンで表示されます。
※グラフや圃場色で差が見えにくい場合は表示設定の「表示範囲」を調整してください

4 食味（タンパク）

圃場ごとの食味（タンパク）をグラフとマップで確認できます。
圃場区画はタンパク含有率が少ない圃場から多い圃場に緑のグラデーションで表示されます。
「表示設定」をクリックして、表示範囲や目標を設定します。食味の棒グラフの場合、
目標は青いゾーンで表示されます。
※グラフや圃場色の差が見得にくい場合は表示設定の「表示範囲」を調整してください

KSASでできること。

パソコン版８. 食味・収量分析
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食味・収量メッシュマップ

食味・収量メッシュマップなら圃場内のバラつきをメッシュ状で把握でき、排水対策や翌年度の施肥設計などに役立てる
ことができます。
※食味・収量センサ搭載コンバインと、後付けオプションの食味収量メッシュマップキットが必要です。
メッシュサイズ：20m（推奨）/15m/10m
対象：稲・大麦・小麦

2 フォーカス範囲

特に注目して見たい数値のメッシュは、フォーカス範囲に設定することで、
指定した色で分かりやすく確認できます。
特に食味（タンパク値）が高いところだけをフォーカスし、翌年の可変施肥マップ作成などに活かすことが可能です。

1 メッシュマップ表示

「収量」「食味（タンパク）」の画面でメッシュを「表示する」にすると、
メッシュマップデータがある圃場のメッシュが表示されます。

KSASでできること。

パソコン版８. 食味・収量分析


